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軽油免税の手続きを
12月 9日 0県税事務所で
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庭
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で
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改
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△
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＝
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ぎ
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庭
の
　

　

の
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間
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も
に
午
前

主
婦
を
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明
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い
家
庭

　

　

九
時
か
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く
り
講
習
会
」
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△
と

こ
ろ
＝
相
内
児
竜
館

に分けて収集日に出しましよう

〇・・ごみの収集場所が よごれるようでit、 付近のかたたち

1■ 迷惑をかけます。ごスは、かならず指定 さllた「11■

きちんと出してください。

○¨燃えるご入の中に、燃えないごムがまだ1■ 当入つてい

るようです。焼却作業に支障をきたしますので、分別

は1,つ てください。

○…燃えないごみは毎月20日 、 :回 だけの1又 集ですから

出しおくllの ないようにしてください。

○…ごみを海浜・河川敷などへ不法投東しているかたがりl

うけらオlま す。絶対やめましよう。

み

み

ご

ヽご扁凛
燃
燃

1犬を飼 うエチケツ ト

◆…かならずつないでおく
◆…登録して予防注射をう

ける

◆…いらない犬は捨てずに

役場へ連絡する
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